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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
矛
盾
す
る
容
量
市
場
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

海
外
の
様
々
な
制
度
を
比
較
し
、
政
府
に
お
い
て
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
国
全
体
と
し
て
必
要
と
な
る
供
給
力
を

市
場
を
通
じ
て
効
率
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
容
量
市
場
」
に
係
る
現
行
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し 

た
。 

 
 

米
国
の
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
で
と
ら
れ
て
い
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
み
で
対
応
す
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ど
の
よ
う

な
電
力
価
格
の
高
騰
が
起
こ
る
の
か
予
想
が
で
き
ず
、
発
電
事
業
者
の
投
資
回
収
の
予
見
可
能
性
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
と
ら
れ
て
い
る
、
戦
略
的
予
備
力
を
確
保
す
る
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
は
、

国
全
体
が
必
要
と
す
る
供
給
力
量
を
確
保
す
る
も
の
で
は
な
く
、
緊
急
時
に
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
る
容
量
の
電
源
を
廃
止

さ
せ
ず
に
確
保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

我
が
国
で
導
入
さ
れ
た
「
容
量
市
場
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
発
電
所
を
公
平
に
扱
っ
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
特
異
性
」
を
考
慮

し
て
も
、
公
平
性
を
欠
く
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
及
び
四
の
１
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
容
量
市
場
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
供
給
力
を
確
実
に
確
保
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
令
和

二
年
七
月
に
実
施
し
た
第
一
回
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
、
同
年
十
月
に
菅
内
閣
総
理
大
臣
が
行
っ
た
、
二
千
五
十

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
宣
言
と
の
整
合
性
確
保
の
方
策
を
含
め
、
現
在
、
制
度
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。 

四
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
容
量
市
場
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
電
気
事

業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
八
条
の
五
十
一
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
対

し
、
監
督
上
必
要
な
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
容
量
市
場
」
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
開
催
か
ら
四
年
後
の
電
力
の
安
定
供
給
に
必
要
な
供
給
力
を
確
実
に
確

保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
二
〇
二
四
年
度
分
の
約
定
結
果
」
は
、
「
容
量
市
場
」
の
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
電
力
広
域
的
運

営
推
進
機
関
が
主
催
す
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
発
電
事
業
者
が
適
切
に
応
札
し
た
結
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て



 

３ 

 

い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
結
果
」
に
つ
い
て
は
、
「
容
量
市
場
」
の
制
度
の
透
明
性
を
確
保
し
、
入
札
結
果
に
対
す
る

関
係
事
業
者
等
の
理
解
と
納
得
を
得
る
た
め
、
で
き
る
限
り
公
表
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
一
方
、
個
別
の
発
電
所
ご

と
の
結
果
を
広
く
公
表
し
た
場
合
、
発
電
事
業
者
の
競
争
上
の
利
益
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、

情
報
公
開
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
透
明
性
や
信
頼
性
確
保
の
必
要
性
や
、
事
業
者
の
利
益
保
護
の
観
点
か
ら
、
現

在
、
更
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
容
量
市
場
の
約
定
総
容
量
」
に
つ
い
て
、
「
省
エ
ネ
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
」
の
趣
旨

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
が
、
容
量
市
場
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
る
電
力
需
要

を
計
算
す
る
に
当
た
り
、
一
般
送
配
電
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
も
考
慮

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
次
回
の
「
容
量
市
場
」
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、
現
在
、
制
度

の
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
役
職
員
に
つ
い
て
は
、
利
益
相
反
防
止
の
観
点
か
ら
、
業
務
遂
行
上
、
特
定
の
利
害
関
係

者
に
利
益
又
は
不
利
益
と
な
る
行
動
そ
の
他
の
差
別
的
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
行
動
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
が
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
定
款
及
び
業
務
規
程
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
役
職
員
の
構
成
を
見
直
す
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
「
容
量
市
場
」
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
次
回
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、
見
直
し
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


